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プログラミング教育
（１） プログラミング教育推進全体構想図

武本部 の精神で 未来を 担い，明日を 切り拓く 人づくり

国の施策・法的根拠 学 校 教 育 目 標 学校・子どもの実態

◇ 日本国憲法 ◇県教育推進 【 つよく ・ ゆたかに ・ かしこく 】 ◇ 校長・教師の教育理念・指導力
◇ 教育基本法 計画 ○ ねばり強く た く ま し い 子 【体】 ◇ 児童の実態と将来への夢や希望
◇ 学校教育法 ◇第5期 科学 ○ 明 る く 心 ゆ た か な 子 【徳】 ◇ 学校課題，めざす学校・教師像
◇ 学習指導要領 技術基本計画 ○ よく 考 え 進んで 学習する子 【知】 ◇ 持続可能なめざす地域社会像

県・町ＩＣＴ教育推進計画 本校教育の重点実践事項 保護者・地域の実態

◆持続可能な開発目標（SDGs） ◆「時を守り，場を浄め，礼を正す！」 ◇ 保護者の「期待」と「ねがい」
「誰一人として取り残さない教育」 ①「関 わ る 力」人間関係構築能力を育む ◇ 地域社会の実態，「期待と要望」

◆クリエイティブな価値創造社会 ②「見つめる力」見通しを持ち計画生を育む ◇ めざす保護者（父母）像
「Society 5.0」に向けた ③「向 か う 力」課題解決へ向かう態度を ◇ 幼・小・中保護者の連携・融合
「学校Ver.3.0」を目指す方向性 ④「決 め る 力」決断力と実践意欲を育む ◇ 本部町 ICT情報教育協議会

⑤「進 む 力」協働的に前へ進める実行力

３資質能力 プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 の 目 標 学力３要素

◆「知識・技能」 ■論理的に思考力を働かせる事ができるようにする。 ◆「知識・技能」

■プログラムの働きや「よさ」、情報社会がコンピュータ等をはじめとする情報技術 （習得）

◆「思考力・判断 によって支えられていることに気づくことができるようにする。 ◆「思考力・判断

力・表現力」 力・表現力」
■身近な問題の解決に主体的に取り組む態度やコンピュータ等を活用して、より良い （活用・探求）

◆「学びに向かう 社会を築いていこうとする態度を育んでいく。 ◆「主体的に学習

力、人間性」 に取り組む態度」

■教科等で学ぶ知識及び技能等をより確実に身につけることができるようにする。 （関心・意欲）

プログラミング教育 プログラミング教育 プログラミング的思考力 プログラミング教育で
の必要性の背景 育成すべき資質・能力

◆人工知能の飛躍的な進化の ◆コンピュータ等に対して、人 ◆自分が意図する一連の活動を実 【知・技】身近な生活でコンピュータ

中、人間の強みを生かす事 間が意図した処理を行うよう 現させる為には、どのような動 が活用されていることや、問題の

が求められている。 に指示することを体験させる。 きの組み合わせが必要か、一つ 解決には手順がある。

◆自動販売機やロボット掃除 将来どのような仕事に就くと 一つの動きに対応した記号をど 【思判表】発達段階に即して、プログ

機など「魔法の箱」ではな しても、時代を越えて普遍的 のように組み合わせばよいかを ラミング的思考を育成。

く、人間が意図した処理を に求められる力として必要で 論理的に考えていく力のことを 【学向力】コンピュータの働きを、よ

行わせている。 ある。 云う。 り良い人生や社会づくりに生かそ
うとする態度を涵養する。

プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 で 育 成 す べ き 能 力 や 態 度

観 点 観点の説明 低 学 年 中 学 年 高 学 年

知識 ・身近な生活でコンピュ ・問題の解決には必要な手順 ・問題解決の手順は様々に工夫するこ ・問題解決の手順を論理的に組み立てる
及び ータが活用されている があることが分かる。 とができる事が解る。 ことのよさが解る。
技能 ことや、問題の解決に ・身近な生活でコンピュータ ・身近な生活の中に、プログラミング ・体験活動を通して、プログラムの働き

は必要な手順があるこ が活用されていることに気 により便利に使っている道具等があ の良さ、情報技術が社会を支えている
とに気づく。 づく。 ることに気づく。 ことに気づく。

思考力、 ・発達段階に即して、 ・始め、中、終わりの構成を ・意図する一連の活動を実現する為、 ・問題の解決に必要な情報を、視点を定
「プログラミング的思 考えて伝えたいことをまと どのような動きの組み合わせが必要 めて分類したり多面的に検討したりす

判断力、 考」を育成する。 める。 かを考える。 る。
・事柄や意図する一連の活動 ・内容の中心を明確にし、まとまりを ・意図する一連の活動を実現する為、動

表現力 の順序に沿って構成や組み つくったり、自分の考えと理由の関 きの組み合わせや意図した活動に近づ
合わせを考える。 係を明確にしてまとめる。 く改善策を考える。

学びに向 ・発達段階に即して、 ・自分達の身の回りの情報機 ・身の回りには様々な情報機器が利用 ・身の回りの情報機器を、問題解決や意
かう力、 コンピュータの働き 器に親しみ、進んで利用し されている事に気づくと共に、目的 図、目的に応じて適切に利用する。

を、より良い人生や社 ようとする。 に応じて利用しようとする。 ・情報技術の良さや価値を社会や自らの
人間性等 会に生かそうとする態 ・友達と協力して活動に取り ・課題の解決に向け、粘り強くやり抜 将来に関連づけて考える。

度を涵養する。 組むことができる。 こうとする。

各 教 科 道 徳 特 別 活 動 総合的な学習の時間

◇各教科の授業で「わかる ◇自分が所属する様々な集団 ◇学級活動で児童個々の「自 ◇自己を見つめ，現在や将来に
こと・できること」，学習 の意義を理解し，役割と責 尊感情」を高め，望ましい ついて考え，生きがいのある
したことが自分や社会や 任を自覚し，集団生活の向 人間関係づくりを行う。 生活を実現しようとする態度
将来のどこに繋がってい 上に努めようとする態度を を育てる。
くのかを理解させる。 育てる。 ◇児童会や委員会活動を通し

て，自己の良さを伸ばしな ◇様々な課題に対する情報を収
◇目標を持って，計画的に ◇より良い生き方について様 がら，自治能力と責任感を 集・分析し，その解決に向け
学習する態度を育てる。 々な角度から考え価値を豊 育んでいく。 て取り組む力をつける。

にし，望ましい人間関係を
◇学び直しやスパイラルを 育てる。 ◇行事等を通して，地域社会 ◇地域社会に生きる一員として
取り入れ「習得・活用型」 と協働（コラボ）した体験 関わり，役立つ喜びや自分へ
授業を実践する。 ◇勤労の尊さや意義を理解し 活動を実施することによっ の自信に繋げ，将来の夢や希

社会奉仕の精神や公共の福 て，社会性や地域集団の一 望へと繋げる。
祉に努める態度を養う。 員としての自覚を育む。
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（２） プログラミング教育と各教科の力との関係

関 連 す る 各 教 科 等 の 力

国 語 科 社 会 科 算 数 科 理 科

①情報を編集したり、操作し ①社会的事象に関する情報を ①基礎的・基本的な概念や性質 ①自然事象に対する基本的な

たりして活用する、知識や 適切に集める・読み取る・ を理解し、日常の事象を数理 概念を形成する力、及び性

技能。 まとめる技能。 的に処理する技能。 質・規則の理解

②筋道を立てて考えたり、話 ②社会的事象の特色、相互の ②日常の事象を数理的に捉え、 ②事象に於ける比較、関係づ

や文章を構成したりして、 関連、意味について視点を 見通しを持ち、筋道を立てて け、条件制御を用いた問題

表現する力。 定めて分類し、多面的に検 考察する力。 解決的学習を通し、根拠に

討する中で課題を把握し、 基づき推論し表現する力。

③言葉を吟味し、国語として 思考・判断したことを適切 ③数学的に考えることや数理的

の言葉を尊重しながら、目 に表現する。 な処理のよさに気づき、算数 ③問題解決の過程に関して、

的に応じて適切に活用しよ の学習を進んで生活や学習に その妥当性を検討する態度。

うとする態度。 ③情報技術を活用し、主体的 生かそうとする態度。

に問題を解決しようとする

態度。

生 活 科 音 楽 科 図画工作科 家 庭 科

①比較・分類・関連づけたり、①音楽表現を工夫し、どのよ ①表したいことに合わせて、必 ①調理、製作等の実習や観察、
視点を変えたりして対象を うに表すかについて試行錯 要な材料や用具を選び、表し 調査、実習の手順を考え、
捉える力。 誤したり、演奏の良さに気 方の手順を考え、創造的に表 課題を解決する技能。

づいたりする力。 現する技能。
②試したり、見立てたり、予 ②日常の生活課題について、

測したり、見通しを持った ②自分で音楽表現をしたり、 ②造形的な仕上がりを意識しな 問題解決に必要な情報を分

りして創り出す力。 友達と一緒に音楽表現をし がら、創造的に発想や構想す 類したり、多面的に検討し

たり、自分の思いや意図を る力。 て考えたりしながら実践を

③友達に伝えたり、自分の活 音楽で表現したりする力。 評価・改善し表現する力。

動を振り返ったりして、学 ③楽しく豊かな生活を創造して

んだことを生活に生かそう ③友達と協力しながら、目的 いく中で、目的を持って主体 ③家族や地域の人々との関わ

とする態度。 に応じてソフトウェアや教 的に形や色などに関わる態度 りを考え、家族の一員とし

育機器を利用し、音楽活動 て課題の解決に向けて、工

に親しもうとする態度。 夫・改善する実践的な態度

体 育 科 特 別 活 動 外国語活動・英語 総合的な学習の時間

①特性に応じた各種運動の行 ①集団で活動する上での困難 ①言語の働き、役割に関する ①課題解決を目指して、事象
い方および、身近な生活に を乗り越えるためには、何 知識。 を比較したり、関連づけた
於ける健康・安全について が必要かと云う知識。 りする技能。
の知識。 ②身近で簡単な事柄について、

②所属する多様な集団や自己 音声で慣れ親しんだ語彙や ②相手や目的、意図に応じて
②自己の課題を見つけ、その の生活上の課題を見いだし 基本的な表現を読んだり、 分かり易くまとめ、表現す
解決に向けて、動きの組み 解決のために話し合い、合 語順を意識しながら書いた る力。
合わせや意図した活動に向 意形成を図ったり、人間関 りして表現する基礎的な力。
けて思考・判断したり、他 係をより良く構築する力。 ③探求的な学習活動に主体的
者に伝えたりする力。 ③コミュニケーションを行う に、協働的に取り組むとと

③自己の生き方についての考 目的・場面・状況等に応じ もに、互いのよさを生かし
③運動に親しみ、健康の保持 えを深め、自己実現を図ろ て、情報や考えなどを生か ながら、積極的に社会に参
増進と体力の向上を目指し うする態度。と そうとする態度。 画しようとする態度。
て、適切に情報機器を生か
しながら、楽しく明るい生
活を営む態度。

（３） Society 5.0 （ ソサエティ 5.0 ） とは
狩猟社会 ： Society 1.0

Society 5.0：サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）
を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立 農耕社会 ： Society 2.0
する、人間中心の社会のこと。
狩猟社会・農耕社会・工業社会・情報社会に続く、新たな社会を目指す 工業社会 ： Society 3.0

もので、第５期科学技術基本計画に於いて我が国が目指すべき未来社会の
姿として提唱されました。（内閣府ウェブサイト参照） 情報社会 ： Society 4.0

■新学習指導要領の 超スマート社会 ： Society 5.0
情報活用能力＝”学習の基盤”となる資質・能力 方向性は下記に示す

■資質・能力の育成を目指す「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進を図ること。
■言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力等の「学習の基盤となる資質・能力」や現代的な諸課題に対応し
て求められる資質・能力を教科等横断的な視点に基づき育成されるように改善の推進を図ること。

■言語活動や体験活動、ＩＣＴ等を活用した学習活動等を充実するよう改善するとともに、情報手段の基本的な操
作の習得やプログラミング教育を新たに位置づけ推進を図ること。


